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平成２８年度環境省入札監視委員会定例会審議概要     
 
 

 
  開催日及び場所  

 
 平成２８年７月２９日（金） 環境省省議室  

 
  出 席 委 員  
 <50 音順･敬称略> 

 
 河野正男（大学名誉教授）、東田親司（大学名誉教授）、 

宮崎裕子（弁護士）、吉田博宣（大学名誉教授)、 

和久友子（公認会計士）  
 
  審議対象期間  

 
 平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日  

 
  入札･契約方式  

（件数）  
     抽  出  案  件  ＜３件＞  

 

随 意 契 約  
 

 
  １件  
 

 
①  平成 27 年度皇居外苑桜田濠石垣修復工事  

 
一  般  競  争  

 

  
１件  

 
②  平成 27年度利尻礼文サロベツ国立公園礼文島縦断線歩道

整備工事（その１）  
 

一  般  競  争  
 
 １件  

 
③  平成 27 年度小笠原地域自然再生事業ノネコ対策調査（飼

養）業務  
 
 委員からの意見  
 ・質問、それら  
 に対する回答等  

 
    ■意見・□質問  

 
         回  答  等  

 
    別紙のとおり  

 
     別紙のとおり  

 
   
 
 委員会による意  
  見の具申又は勧  
  告の内容  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 意見の具申又は勧告はなし  
 

引き続き、本委員会で一者応札の状況等の分析結果を環境省から報

告のうえ、競争性を高める取組について審議を行っていくこととする。 
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                                    （別紙）  
 
 

委員からの意見・質問、それらに対する回答等  
 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     抽出案件  

 
    ■意見・□質問  

 
回   答   等  

随意契約   
 

 
 

 
①平成 27 年度皇居外

苑桜田濠石垣修復工

事  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
一般競争の正当性に

ついて 

 
 

 
□文化財であるなど特

殊な面がある一方で

一般競争入札とした

理由は。  

 
□特殊な面はありつつも、施工技術を有

する業者は２者以上存在するものとの

認識から入札を実施。 

 
 

予定価格について  
 

 

□予定価格に文化財は

考慮されるのか。  

 
□通常の造園等に用いる単価に頼れない

場合は、過去の事例や業者見積もりを

参考にして決定。  
 

随意契約について  
 
 

 
□入札が不調となった

にも関わらず、随意

契約が締結出来たの

は何故か。  

 
□入札時においては入札価格と予定価

格との乖離があったため不調と判断し

た。工期を考慮し、随意契約の可能性

について、業者に意思確認等を行った

結果、提出のあった見積もり価格が予

定価格を下回ったもの。  
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     抽出案件  

 
   ■意見・□質問  

 
回   答   等  

一般競争 

 

  

 

②平成 27 年度利尻

礼文サロベツ国立

公園礼文島縦断線

歩道整備工事（その

１）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
一者応札について  

 
 

 

□山岳道、登山道の施工

実績を入札条件とす

る必要性はあったの

か。 

 
□一者応札となった理

由はどのように考え

ているか。  
 
 

 

□入札条件を本省でチ

ェックするような仕組

みになっているか。  

 
□歩道の際に希少な植物が生えている

等、レベルの高い自然環境の場所で工

事をする必要があるため入札条件とし

て設定。  
 
□類似の工事実績では三者の応札があ

り、一者応札となる事は想定していな

かったが、離島での工事であったため、

他の工事よりも負担が大きかったので

はないかと考える。  
 
□基本的な会計制度などについては本省

で統一しているが、業務の質に影響を及

ぼすような個別事業の入札条件について

は各事務所長等の判断で実施している。

今後とも、業務の質を考慮し、個別事業

にかかる条件について統一はせず、広く

募集をかけるなど、一者応札回避に向け

た取り組みを行ってまいりたい。  
 

予定価格について  
 

 
□工事の難度によって

単価に差はあるのか。 

 
□植生配慮の度合いなどによる単価差は

ない  
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抽出案件  

 
■意見・□質問  

 
回   答   等  

 
③平成 27 年度小笠

原地域自然再生事

業ノネコ対策調査

（飼養）業務  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
単価について  

 
 

 
□エサなどの費用はど

うなっているのか。 

 

 
□人件費のみならず、エサ代や薬の投与

に必要な経費も契約単価に含まれる。  
 

 
一般競争の正当性につ

いて 

 
 

 
□父島に本拠を置かれ

るＮＰＯの一者応札

となっているが、本業

務を一般競争入札と

している理由は。  

 
□契約の公平性の観点から随意契約の理

由がない限りは競争契約で行うべきと

考える。ただし、一者応札が続いてい

る点に鑑み、参加者確認公募方式への

移行を含め一者応札解消に向けた検討

を行いたい。  

 
 

 


